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ル尺度は語用論的側面をアセスメントする上で十分とは言えない。第 2 に，ASD 児者は，形式
的な言語に問題が見られなくても，談話や会話などの語用論的側面に問題を持つことが多い。第





























































章では，Wechsler 知能検査が高機能 ASD 児者の言語能力を過大評価しやすいことを指摘し，語
用論的能力のアセスメントに役立つ知見として，語用論の発達的研究から示唆される発達的指標
について，また，現在試みられている児童の語用論的能力をアセスメントする方法とその結果得


















（ 1）集団参加行動，（ 2）言語的コミュニケーション，（ 3）非言語的コミュニケーション，（ 4）
情緒的行動，（ 5）自己・他者認知の 5つに分類している（表 1参照）。この分類では，言語的側







（ 1）ルール理解・遵守スキル 「ゲームのルールが守れる」など 3項目。
（ 2）役割遂行スキル 「日直・係の仕事などができる」など 2項目。
（ 3）状況理解スキル 「集団の動きについていける」など 2項目。
Ⅱ．言語的コミュニケーション （計 15 項目）
（ 1）聞き取りスキル 「個別に話しかけると注意を向け続けられる」など 4項目。
（ 2）表現スキル 「伝えたい内容を言葉足らずにならずに話せる」など 3項目。
（ 3）質問／回答スキル 「自分の知りたいことを質問できる」など 2項目。
（ 4）話し合いスキル 「テーマとなっていることについて見合った発言ができる」など 3 項
目。
（ 5）会話スキル 「大人との話のやりとりができる」など 3項目。
Ⅲ．非言語的コミュニケーション （計 5項目）
（ 1）表情認知スキル 「相手の顔の表情の違いに気づける」など 2項目。
（ 2）ジェスチャースキル 「身振りやジェスチャーの意味が分かる」の 1項目。
（ 3）身体感覚スキル 「声の大きさの調整ができる」など 2項目。
Ⅳ．情緒的行動 （計 5項目）
（ 1）自己の感情理解スキル 「感情をコントロールすることができる」など 2項目。




（ 1）自己認知スキル 「自分の特徴（長所短所など）を知っている」など 3項目。
（ 2）他者認知スキル 「友人の特徴（長所短所など）を理解できる」など 2項目。
（ 3）自己―他者認知スキル 「相手と自分の共通点や違い（性格・特徴）が理解できる」の 1項目。
表 2　上野・岡田（2006）の「ソーシャルスキル尺度（小学生用）」（上野・岡田，2006 をもとに作成）
下位スキル 項目例と項目数
Ⅰ．集団行動 （計 20 項目）
（ 1）対人マナー 「よいことをしてもらったら『ありがとう』と言って感謝できる」など
6項目。
（ 2）状況理解・こころの理論 「場の雰囲気を感じることができる」など 5項目。
（ 3）集団参加 「グループ活動や班活動に参加する」など 6項目。
（ 4）役割遂行 「仲間同士で決めたルール・決まりを守れる」など 3項目。





Ⅲ．仲間関係スキル （計 11 項目）
（ 1）仲間関係の開始 「知っている人に挨拶することができる」など 6項目。
（ 2）仲間関係の維持 「仲間と会話を続けることができる」など 5項目。
Ⅳ．コミュニケーションスキル （計 15 項目）
（ 1）聞く 「先生や友だちの話を集中して聞ける」など 3項目。
（ 2）話す 「言葉たらずでなく，話すことができる」など 3項目。
（ 3）アサーション 「わからないことは質問できる」など 4項目。








スキルが（ 1）集団行動，（ 2）セルフコントロールスキル，（ 3）仲間関係スキル，（ 4）コミュ
ニケーションスキルの 4つに分類されている（表 2参照）。また，「ソーシャルスキル尺度（中学















Ⅰ．集団行動 （計 20 項目）
（ 1）対人マナー 「状況に合わせた適切な言葉づかいをする」など 6 項
目。
（ 2）状況理解・こころの理論 「相手のしぐさや表情から気持ちを読み取る」など 5項
目。
（ 3）セルフコントロール 「授業や課題に集中して取り組む」など 4項目。
（ 4）課題遂行 「与えられた仕事を最後までやりとげる」など 5項目。
Ⅱ．仲間関係スキル （計 12 項目）
（ 1）仲間関係の開始 「適度に視線を合わせて人と話すことができる」など 3
項目。
（ 2）仲間関係の維持 「仲間と冗談を言い合う」など 6項目。
（ 3）仲間への援助 「仲間が失敗したときなど励ましたりなぐさめたりす
る」など 3項目。
Ⅲ．コミュニケーションスキル （計 16 項目）
（ 1）聞く・話す 「相手の話をさえぎることなく聞く」など 2項目。
（ 2）非言語的スキル 「適切な声の大きさで話をする」など 3項目。
（ 3）アサーション 「知っている人に自分から挨拶をする」など 8項目。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 3）語彙の偏り，（ 4）感情表現が希薄，（ 5）コミュニケーション意欲はもっているの 5点を挙



























































































































































ほど語用能力の障害が露呈しやすくなること（Losh & Capps, 2003），自閉症児は聞き手の注意を
取得するための工夫をせず，大人との会話は維持できても，子どもの会話の維持は難しいこと
（Willcox & Morgford-Bevan, 2000），高機能自閉症症例の会話の進め方は自分の関心事に関する
話題のくり返し，前置きなしの話題の転換等のために話題を維持するのが困難であること
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注
注 1　現在，心理・教育相談機関における心理援助の専門職においては，臨床心理士の有資格者がかなりの数
を占めると考えられるが，本稿ではその他の心理系の資格を有する者も含めて「心理士」と総称すること
にする。
